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.リー!f 血漏は 十二 指腸第二 部, 副乳頭対側 に位置する

2 セ ン チ 大 の 粘膜下腫癌 で あり局所t訓珠を行 い ,

i/f;[ [f] 病理検査を施行 した. 診断は壁内に迷人 し た

組a
l
,

:F,k か らヲ芭生 し た高分化型腺病 で あ っ たため
,
脂

娘十二 指腸 卯珠術を施行 し た. 巌,l
'

'

t

3
i 的な病理言郷斤

で は十二指腸に発生 した一--一部扇平_卜皮化生を什う

腺癌で あり
,
周囲非癌部の 腺管の 肌態か ら冥所作

牌か ら 発生 したもの と考え られた.

与
'

ii-ii)叩l三月華を原発と する勝頼の報告は棉で あるた め

報告する .

3 3　肝炎症性偽腫瘍術後に膵頭部腫瘤による閉塞

性黄疸をきたし，膵臓癌と鑑別を要した自己

免疫性膵炎の1例

中 島 真 人 ・ 鈴 木 聡 ・ 三 科 武

角南栄二・大滝雅博・神林智寿子

坂 本 薫 ・ 松 原 要 一

(EF =l 岡fhJ 立荘I-)(J 病院外利

症例 は 6 7 歳 , 男件 ,
平成 1 1 咋 1 2 H

,
右肝管癌

の 診断で肝右葉 切除術を施行 したが , 組織諺 で引

炎柾件偽月割畠の 診断を得 た .
1 3 年 2 )] 串痘 を白

鼠 高 ビリ ル ビ ン[[
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,
腹部 C T で 膝頭 部の 腫大と 馴日管の 高度

な 拡張
, _
いJ別間膜静 脈 の 狭 小化 ,

E R C P で は

1 5 m lll に わたり 卜部胆管の 狭窄像 を認 め た ため ,

牌頭部癌を強く疑 っ た . 胆管の 内壕化 による減萌

綾子紬を予
J

a した が
,
腹部l(lL管造旨

'

!3 , 肝液細胞諺

で は架常を認めず,
萌喧ヲさ油ミ2 ヵJ] El の C T で は ,

輝婚部の限局 し た腫癌影はや や縮小 し, 腎下[
'

;15の

大動脈も炎Gt :Il当三動脈癌様の 傾を呈し た. 高 ,
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.を呈 した ため ,
自己免疫性肺炎に よる

牌漁部腫癖を強く疑 い ,
4 日 1 9 日 か ら プ レ ド ニ ン

4 0 m g の 内服治療を開始 した . 1 ) 那り彼の C T で

は
,
牌娘部の 傭人 が中朝, .R した ため

,
自己免疫性牌

炎による変化と診断 し た. 脚揮癌に 対 して は
,
本

疾患に 対する 十分な認識が必要 で あると考 えられ

た
.

3 4　非拡張膵管に対する膵管空腸吻合のエ夫：膵

管縦切 によ る吻合口径差の是正

黒 崎 功 ・ 畠 山 勝 義
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E 目的】月華腸吻合の 新二】二大に つ い て ビデ オ に て

呈示する .

【症例】 症例 は過去 1 年間に 本法が施行された 9

例で
,
内 7 例は径 2 - 4 rr m l の非拡張牌管で あ っ た.

【手術手指】 主牌管を肺実賀よ り 5 - 7 m m 梓僅

を残 して 肺gJ 敵 巾
J/
Al は ル ー ペ を日和 ､

,
主月華管の

吻 釧二i が扇状 の 形状を示すよ う に ,
そ の 腹側を

3 - 4 m m 長 に 渡 っ て 縦りjr
l

,目し た . 騨管断端と空

脂は 6 - O P D S を)]] い て 仝周 8 - 1 2 針に て 結節

縫合された . 本末の肝管断端は後壁吻今に ,

l州謂

し た部分は 前壁の 吻合に 川 い ,
綾壁の 1 針で牌管

チ ュ
ー ブを同

J

ji: した . 肺尖賀前後壁と空脂矧原は

5 - O P D S に て 結節縫合された .

【結果】 全例, 月華液癌や脂艇内出Jl
'

[L は認め なか っ

た
.

ほ と め】 本法は肝皆の 吻合径を仏げ,
運針をh

'
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実 ･ 容易に する安全な 脚 柳勿合法で ある と思われ

た .

3 5 　 I V 型 B u d d - C h i a r i 症 候群の生体肝移植にお

ける肝静脈再建の 工 夫

小 海 秀 央 ・ 佐 藤 好 信 ・ 山 本 智

竹 石 利 之 ・ 渡 辺 隆 興 ・ 畠 山 勝 義
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柴 グラ フ 卜をJ二口

い た 生 体部分肝 柳 ､ 醐 け施行 . グ ラ フ 卜 の LFT 肝l
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脈 ･ 左肝デ((rI旅の 共通幹の 口 径は 2 0 m m で あ っ た

が
, 中肝静脈及び左肝静脈壁をtJJ り込 む こと に よ

り吻合口 の 口
'

(i_ を 4 0 m m に 拡大 した . 従来の 肝静

脈は病癖化に より使月] で き な い ため ,
体外循環I ,

-

に 下大静脈と端側吻合に て 再建を行っ た . 術後肝

静脈の n o w は良好で ある .

B u d d- C h i a ri 症 脚汗に 対する肝移植 で は術後高

率に 肝静 脈血栓を再発する こ と が匁1 られて い る .

今回我 々 の 施行 し た肝静脈吻 創二川ラ成術は肝静脈


